
１．はじめに

横浜市は、様々な課題を抱える郊外住宅地 4 地区をモ

デル地区として、持続可能な住宅地推進プロジェクトを

展開し、鉄道事業者や大学等と連携したまちづくりを推

進してきた。その中で筆者らは、横浜市との協定に基づ

き「地域への愛着を育む取組」を進めてきた(1)。

当該取組に関しては、拙稿「横浜市郊外住宅地におけ

る地域資源の発掘と発信に関する実践的取組」にて既に

報告している(2)。そこでは、十日市場、霧が丘、若葉台と

いう十日市場駅勢圏域３地区において実践した取組内容

を報告するとともに、住民意識調査の結果から、愛着の

ある場所が複数ある住民は、定住意向が高いという知見

が得られた。そして、地域資源の発掘と発信に関する取

組は、地域への愛着を育む手法として有用であったこと

が示唆された。 

一方既報では、取組の継続的な検証を要するとし、ま

た、地域資源や愛着・思い出のある場所と各地区の空間

的特徴との関係に関する考察は今後の研究課題とした。

 

そこで本稿は、当該取組の検証を行うとともに、実践

的取組を通じて得られた愛着や思い出のある場所の特徴

を明らかにすることを目的とする。さらに、居住年数や

ライフステージ、ライフスタイルといったデモグラフィ

ック要因に着目し、愛着のある場所との関連について考

察する。なお、十日市場駅勢圏域内3地区にて実施した

取組の概要は表1の通りである。また各地区の概要及び

位置を表２に示す。 

表１ 取組概要 

横浜市郊外住宅地における愛着・思い出のある場所に関する考察
－地域資源の発掘と発信に関する実践的取組を対象として－

A Study on Places with Attachments and Memories in Residential Suburbs of Yokohama 
- For a Project of Extraction and Expression of Local Resources -

○上野正也*1，山家京子*2，松本安生*3 

UENO Masaya, YAMAGA Kyoko，MATSUMOTO Yasuo 

Yokohama City is promoting sustainable town development for residential suburbs. The purpose of 
this paper is to clarify the characteristics of places with attachments and memories obtained through 
the "project to foster attachment to the community". As a result, in addition to the parks that were 
constructed at the beginning of the development, many open spaces such as roads and streets with 
viewpoints were mentioned. Furthermore quantitative analysis of demographic factors and places of 
attachment revealed that the spatial characteristics of each district influence the number and 
direction of attachments. 

キーワード：まちづくり，郊外住宅地，地域資源，愛着，持続可能性 

Keywords: Town Planning, Residential Suburb, Local Resources, Place Attachment, Sustainability  

*1 神奈川大学建築学部建築学科、准教授、博士(学術)
*2 神奈川大学建築学部建築学科、教授、博士(工学)
*3 神奈川大学人間科学部人間科学科、教授、博士(工学)

Assoc. Prof., Dept. of Arch., Fac. of Arch. & Bldg. Eng., Kanagawa Univ., 
Ph.D.  
Prof., Dept. of Arch., Fac. of Arch. & Bldg. Eng., Kanagawa Univ., Dr. Eng. 
Prof., Faculty of Human Sciences, Kanagawa Univ., Dr. Eng. 

住宅系研究報告会論文集 17　日本建築学会　2022.12

－ 145 －

報告区分 2

◀目次



表� WK概要�Lf]Y�JVX 

 
 
C．)*��07�:�&9�4< 
地域への愛着を育む取組にzする検証として、十日市

場、霧が丘、若葉台の３地区において、まちづくり¡[

を�っているjT等をzÊにA2FJグ調査を実施した。

A2FJグ調査の概要を表３に、A2FJグ×目及びh

²結果を表Þに示す。 
 ま�、取組XTにzするÅUとしては、「とても¼い・

¼い」のh²がrくを占め、行政と大学が当該地域で¡

[すること、ならびに、当該取組の目的である「地域へ

の愛着を育む」という点において、ÅUが得られた。ま

た、h²者X員が、まちにzして新しい発見や気づきが

あったとh²した。具T的には、長年住んでいても知ら

ない場所があった、といった意見や、まちの魅力を知る

ことができた、などの意見が聞かれた。さらに、地域住

民が自らのまちについて考えるきっかけとなる、といっ

た意見が出されるなど、当該取組が地域の¼さや魅力に

ついて改めて考え、認識するきっかけになっている。 

このほか、当該取組が地域住民の定住意向醸成につな

がるとのh²がrく得られた。一方で、一過性の取組だ

と定住の意識を深めるまでには至らないのではないか、

といった指摘もみられた。 

 次に個別の取組についてのÅUとしては、Xての取組

において、概ね「とても¼い・¼い」というh²を得た。

例えば、「思い出カード」にzしては、当該地域に思い出

をたくさん持っている人がいるということを認識できる

ことが¼い、といった意見が出された。また、報告書に

zしては、冊子化していることで、新たに引っ越してき

た人にzして、まちのことを知ってもらうきっかけとな

る、といった声もあった。 

一方で、¡[成果が十分に地域に共有されていないと

いう点が課題であるとの指摘があった。 

また、一連の取組が終わってから時間が経ち、情報の

更新が必要となっているという指摘や、報告書を使って

再度ワークショップを行うことで、地域の魅力について

語り合う場をつくれるのではないか、といった¡[の展

開や可能性について意見がだされた。 

以上から、地域への愛着を育むという取組の目的にz

して、ならびに、地域住民の定住意向醸成につながる取

組として、一定のÅUを得ることができた。一方で、¡

[成果が十分に発信できていないという課題や、取組の

継続性を含めた今後の展開について意見が示された。 

表�6)=@-|i�概要 

 

表�6)=@-�oM�Sr 

 

方法

対象
回答数 20 実施日 2022年5月15日、28日、6月6日、21日

対面にて取組みについて説明を行い、調査票に評価を記入する方法
で回答を得た。その上で、意見交換を行い、より詳細に評価に関す
るコメントを収集した。
各地区でまちづくり活動を担うNPO法人や一般社団法人、情報発信
等の活動を行う団体、地域福祉施設運営団体、公社

Q1 当該取組みを知っているか
1.良く知っている 2.少し知っている 3.知らない

7 10 3
Q2 当該取組に対する全般的な評価
行政と大学が地域で活動することに対する評価
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

17 2 0 0 1
「地域への愛着を育む」という目的に対する当該取組み内容に対する評価
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

13 7 0 0 0

1.ある 2.ない
20 0

具体的な意見

1.思う 2.思わない
18 2

具体的な意見

たからもの探しワークショップ及びたからものマップの制作
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

15 5 0 0 0
思い出カードの制作(思い出のある場所のヒアリング）
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

13 6 0 0 1
ライフスタイルカードの制作
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

11 6 0 0 3
市民記者養成講座(ママライター養成講座)/聞き書きプロジェクトについて
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

13 6 1 0 0
住民意識調査(愛着のある場所の調査を含む）
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

17 3 0 0 0
取組をまとめた報告書の制作・配布
1.とても良い 2.良い 3.あまり良くない 4.悪い 5.どちらとも言えない

15 4 1 0 0
具体的な意見

ヒヒアアリリンンググ調調査査結結果果集集計計表表

　

Q3 個別の取組に対する「地域への愛着醸成」の観点からみた評価

・思い出カードは、こんなにたくさんの人が思い出をもっているというのがわかる。
・引っ越してきてまちのことが良く分からないという人に対して、まちに対する理解が深められる。
・情報の更新が課題。情報をWebサイトで公開するなど、興味をもちそうな人に届けることが重要。
・取組をまとめた冊子を地域学習のツールとして活用していくことができるのではないか。
・取組を振り返りながらまちのことについて話す機会が生まれると良い。

・多くの方が地域について考えるというプロセス自体が愛着につながると思う。
・自分のまちの良さを知る機会があれば「やはりここが良い」と思える。
・場所だけでなく、そこに住む人(個人)を感じることにつながるので、愛着をもつきっかけになる。
・定住意識の醸成には、取組が一過性のもので終わるのではなく、継続されることが大事。
・自分達の世代だけでなく、子どもの世代がまちに愛着を持てるような取組が必要ではないか。

・長年住んでいても知らないところがあった。行ってみたいと思った。歴史も知ることができた。
・普段暮らしていて気づけていなかったまちの魅力を知ることができた。
・建築学科の学生という目線が入ることで、まちの見方を知れた/新しい発見があった/客観的な視
点を得た。

・今と比べて変化したところ、昔から変わらない場所があるということを知れた。
・地域の人が自分達のまちを考える機会として良い。
当該取組が住民の
定住意識醸成につながるか

まちに対する新しい発見や気づき
の有無
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D．07$.	%���+1�5, 
本§では、たからもの'ップ�り各地区の空間的特徴

を{�し、愛着・思い出のある場所と�らし合わ�るこ

とで、地域において個人がどの�うな場所に愛着を有し

ているか、その特徴を明らかにする。 
�����
���!� に��8?65, 
 たからもの'ップにおいて示された場所を表 5 の通り

まとめ、空間的特徴を{�する(3)。なお、得られた場所の

特徴が明�になる�う 7 つの×目で分×し、さらに�ー

プJUと施¼Uとに`性を分けた。 
 ま�、十日市場においては、「道Ã・¶Ã」に関連する

場所がrくt
られている。例えば、S地のÀ5をnじ

る場所(No.4)や、ÐbØ�を±むことができる場所(No.5,
Q 1)、 駅から続くプロ)#ード(No.6,Q 2)などがある。

また、]Wbがみえる&イJト(No.10)や�・イ"ョ�・

モ(ジの-�道などの¶Ã空間がt
られた。 
このほか、十日市場地区!Jターや子育てwur点、

駅などの「施¼」、%ーカFーやÚÙgなどの「g´」、

そして、��(Q 3)や·�空間、Ðbがt
られている。 
この�うに、地区!Jターなどの>共施¼が¦地する一

方で、¿な自��Vを有し、また、º�的にÎ置された

>Rや-�があるといった、十日市場地区の空間的特徴

がたからもの'ップに表れている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霧が丘は、横浜市が¼置する子どものÊび場であるロ

グ$�ス(No.21)やd£R(No.26,27)、大学(No.28,29)な
どの「施¼」がrくt
られた。また、�行者^用道Ã

のあかみち(No.2，Q 4)や、¶Ã�の-�道(No.5,6,7,Q
5)、そして、]Wbが見えるス&ット(No.9)などの「道Ã・

¶Ã」に関連する場所もrくt
られているほか、市民

の�(No.12,15)といった«地もt
られた。 
この�うに、開発とともに{<された「あかみち」を

はじめとして、r様な道Ã・¶Ãに�って>Rや施¼、

«地が結ばれているといった当該地区の空間的特徴が表

れている。 
若葉台においても、�Å分Ö(No.8)や¿かなb道

(No.10)など「道Ã・¶Ã」に×する特徴的な場所がrく

t
られた(Q 6)。また、地区内の��や«地に×する場

所(No.22,23,24)や「>R・e場」も1地区に��rくt


られている(Q 7)。 
当該地区は、開発Fの��を9Xする�う開発が進め

られ、また、jfした�Å分Öに�って«¿かな�行者

^用道ÃがG出されていることから、これらが空間的特

徴として位置づけられている結果となった。 
なお、「�M施¼・ス&ット」は、各地区において�M

性をnじる場所がt
られているが、十日市場は、 �

やMÂなどその¤×がr様である点が特徴といえる。 
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�
NO 十日市場 分類 属性 NO 霧が丘 分類 属性 NO 若葉台 分類 属性
1 パノラマスポット 公園・広場 公園 (霧が丘公園,萱場公園,草木公園 1 あおり 公園・広場
2 駅広場とシンボルツリー 公園・広場 霧が池公園,中丸公園,鉄谷公園） 2 ふれあい広場 公園・広場
3 公園(東公園，西公園） 公園・広場 2 テニスコート 公園・広場 3 プレイパーク 公園・広場
4 起伏に富んだ土地と階段 道路・街路 3 あかみち 道路・街路 4 森の中のアスレチック 公園・広場
5 日本昔話風の風景 道路・街路 4 歩車分離 道路・街路 5 テニスコート 公園・広場
6 ビスタ(プロムナード） 道路・街路 5 カーブの連なり 道路・街路 6 じゃぶ池 公園・広場
7 太鼓橋 道路・街路 6 桜の並木道 道路・街路 7 公園(若葉台公園,日向根公園,大貫谷公園等) 公園・広場
8 カエルの神（銅像） 道路・街路 7 モミジバフウの並木道 道路・街路 8 桜並木 道路・街路
9 横浜線の車両 道路・街路 8 ケヤキの並木道 道路・街路 9 歩車分離 道路・街路
10 富士山の見えるポイント 道路・街路 9 鎌倉道のヒノキとスギ 道路・街路 10 高低差 道路・街路
11 フカンとアオリ 道路・街路 10 富士山の見えるスポット 道路・街路 11 豊かな山道 道路・街路
12 カーブの道なり 道路・街路 11 俯瞰景観 道路・街路 12 くねくね道 道路・街路
13 アースカラーの舗装 道路・街路 12 高低差と植栽計画 道路・街路 13 歩行者と自転車の分離 道路・街路
14 絶景の桜・イチョウ・モミジの並木道 道路・街路 13 新治市民の森 農地・緑地・里山 14 木のトンネル 道路・街路
15 田んぼ 農地・緑地・里山 14 パンジー 農地・緑地・里山 15 季節で変化する道 道路・街路
16 十日市場小学校の米作り体験 農地・緑地・里山 15 ナンキンハゼ 農地・緑地・里山 16 グレーチング 道路・街路
17 十日市場myライス倶楽部 農地・緑地・里山 16 三保市民の森 農地・緑地・里山 17 名前の刻まれたタイル 道路・街路
18 一本橋めだかひろば 農地・緑地・里山 17 くわの木 歴史施設・スポット 18 若葉台の境界線 道路・街路
19 空と大地(田園風景) 農地・緑地・里山 18 旧鎌倉道 歴史施設・スポット 19 真鶴石 道路・街路
20 囲まれ感(谷戸) 農地・緑地・里山 19 大弁財功徳天社・開発記念碑 歴史施設・スポット 20 木のカーテン 農地・緑地・里山
21 十日市 歴史施設・スポット 20 三角点 歴史施設・スポット 21 天使の湖 農地・緑地・里山
22 日向山神社 歴史施設・スポット 21 団地の日射計画 住宅・団地 22 木の顔 農地・緑地・里山
23 北門古墳群 歴史施設・スポット 22 霧が丘学園 施設 23 一丁目の花壇 農地・緑地・里山
24 北門 歴史施設・スポット 23 ログハウス 施設 24 ウワミズザクラ 農地・緑地・里山
25 寳袋寺・庚申塔 歴史施設・スポット 24 霧の里 施設 25 タマノカンアオイ 農地・緑地・里山
26 お稲荷さん 歴史施設・スポット 25 あかしあ 施設 26 帷子川の水源 農地・緑地・里山
27 段々のまちなみ 住宅・団地 26 Kurosaawa Film Studio 施設 27 小川アメニティ 農地・緑地・里山
28 脱温暖化モデル住宅(ミナガーデン） 住宅・団地 27 横浜あすか幼稚園 施設 28 あひるのお墓 歴史スポット
29 ヒルタウンの休憩椅子 住宅・団地 28 横浜マドカ幼稚園 施設 29 茶堂 歴史スポット
30 借景(十日市場駅) 施設 29 横浜創英大学 施設 30 杉の境界線 歴史スポット
31 十日市場小学校 施設 30 東洋英和女学院大学 施設 31 ピコちゃん(サイン） 住宅・団地
32 まちのメロディ 施設 31 昭和大学 施設 32 俯瞰 住宅・団地
33 慎吾ママの作品 施設 32 アバロン・ヒルサイドファーム 施設 33 免震構造 住宅・団地
34 子育て支援拠点いっぽ 施設 33 霧が丘高校 施設 34 わかば学園 施設
35 十日市場地区センター 施設 34 霧が丘センター 店舗 35 まちづくりセンター 施設
36 にいはる里山交流センター 施設 35 ぷかぷか 店舗 36 Wakabadai Village of Sports & Culture 施設
37 地元行きつけの飲み屋 店舗 36 居酒屋 店舗 37 支援・交流施設 施設
38 雑貨屋 店舗
39 野菜の直売店 店舗
40 インパクトのある中華料理屋 店舗
41 まちのベーカリー 店舗
42 パパの居場所 店舗
43 シニア行きつけの喫茶店 店舗
44 ビール醸造所 店舗

施
設
型

オ
ー
プ
ン
型

  分類：公園・広場  / 道路・街路 / 農地・緑地・里山/ 歴史施設・スポット/ 住宅・団地 / 施設 / 店舗
  属性　オープン型 / 施設型
  ※１「眺め」に類する項目は、ビューポイント（道路や公園など）また「オブジェ」もそれが存在する場所としている

オ
ー
プ
ン
型

施
設
型

1 公園・広場

施
設
型

オ
ー
プ
ン
型
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各地区にて実施した、A2FJグ調査及び2J�ート

調査を通じて得られた「思い出のある場所」と「愛着の

ある場所」をそれ�れ表Þ、表ßの通り{�した。なお、

.な「思い出のある場所」をQ�に示す。 

 ま�、思い出のある場所では、３地区共通して「>R・

e場」に分×される場所に関する思い出がrく語られた

ことが特徴といえる。そこでは、~Êんでいた»oを®

りÉしmÀさ�る�うな場所として位置2けられている

ものや、µ見やY¡りといったイ%Jト的な思い出にI

え、子どもと一¬にÊんだ思い出など、日c的な»oが

場所に¨づいている。特に霧が丘に関しては、霧が丘>

Rという一つの場所にzして、rくの思い出が複aして

いる点が特徴といえる。 
 また「道Ã・¶Ã」において、�-�が 3 地区共通し

t
られているなど、地区の特徴的な空間が個人の思い

出をEむ場所にもなっている。地区別にみると、十日市

場の「Ç地・«地・Ðb」や「住宅・j地」において、

地域資源と個人の思い出のÑなりがみられる。しかし、

霧が丘、若葉台における「Ç地・«地・Ðb」「住宅・j

地」に関しては、思い出のある場所として語られること

が_なかった。また、若葉台では「�M施¼・ス&ット」

はみられ�、1 2 地区は場所がÔ定的であった。 
一方「施¼」では、子育てwur点 (十日市場)やログ

$�ス(きりっ子ラJド・霧が丘)に関する思い出がrく

を占めるなど、子育てのライフステージと場所が¨づき、

思い出のある場所となっている様子がうかがえる。この

ほか、十日市場駅や地区!Jター、地域�2プラ�や/

�施¼など、ÄÈな場所も思い出のある場所とされた。 
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また、愛着のある場所としてrくの人がÍqした場所

は、たからもの'ップにて示された各地区の空間的特徴

とÑなりがみられる。例えば、十日市場では「十日市場

駅����	��」や「«Q書Û�31�3��」、「地区!Jター����3��」

などの施¼Uと「�-�����3��」や「�ん�・�RØ�

�31����」、「新�市民の���	�
��」、「>R����
��」とい

った�ープJUのどちらも愛着のある場所としてh²�

が高い。これらは駅や>共施¼、そして自��Vとº�

的にÎ置された>R・¶Ãを有する当該地区の特徴とも

2合する。 

また、霧が丘では、「>R�		����」のほか、道Ã・¶

Ãに×する「�-���
�3��」や「あかみち��3����」、そ

して、«地である「新�市民の�����
��」、「+9市民の

��������」といった�ープJUにzするh²�が高いこ

とから、道Ã・¶Ãを通じて>Rや«地がつながり合う

といった当該地区の特徴と愛着のÑなりがみられる。 

そして、若葉台では「�-��
��1��」や「自ÆÅと分

Öされた�道�������」、「イ"ョ�-��3�����」などの

道Ã・¶Ãに×する場所のほか、>R・e場に×する「>

R�3��	��」、「グラ�Jド�������」など、�ープJUの

場所にzするh²�が高いことから、自�¿かで[Xな

�行空間とº�的にÎ置された>R・e場といった、当

該地区の特徴的な空間に愛着がÑなっている。 

一方、�M施¼・ス&ットに×する場所は、h²�が

6い=向にあった。 
表� QWK�bp��%Yc 

 

����07$.	%���+1�5, 

 愛着及び思い出のある場所として「>R」が共通して

Íばれている。たからもの'ップにおいてもrくの「>

R」が地域資源として位置2けられていることから、こ

の�うな地域の特徴的な空間である「>R」は、当該地

域において愛着を育む場所として位置2けられるといえ

る。特に「思い出のある場所」において>Rでの思い出

がt
られていることから、個人の»oや思いが¥みÑ

なった場所であるといえる。 

 次に、�-�をはじめとした「道Ã・¶Ã」において

も愛着・思い出のÑなりがみられた。「道Ã・¶Ã」はそ

れ�れの地区における特徴的なØ�や�¸を±むことが

できる場所であり、]Wbがみえる場所といった特別n

や、z�や通Jなどの日c的な¢[経Ãでもあることか

ら、そうしたTÜが結びついて愛着を育む場所になって

いると考えられる。特に、霧が丘や若葉台においては、

�行者^用道Ãがº�的にÎ置されていることから、[

Xで¢[を容}にする空間として愛着をÕめており、開

発当時のº�手法にzするÅUともいえる。 

一方「�M施¼・ス&ット」に関しては、たからもの

'ップにおいて特徴的な空間としてt
られているもの

の、愛着・思い出のある場所として¹れられることは_

ないといった�Ìがみられた。 

さらに「施¼」は、たからもの'ップではrくの¤×

の場所がt
られたのにzして、思い出のある場所では、

その数がÔ定的であり、また、愛着のある場所において

は、3表的な施¼にh²がÕ中するなど、;りがみられ

た。そのなかでも「子育てwur点」や「きりっ子ラJ

ド�ログ$�ス�」は、思い出のある場所としてrくt


られていることから、子育てといったライフステージで

TÜした»oが、愛着と¨づいた特徴的な場所となって

いる。 

 

E．07���+1
�"�#����;(
�@= 
F§の愛着・思い出のある場所では、~の»oや�T

の日c的な»oのほか、子育てなどのライフステージに

おける思い出が各地区の特徴的な空間と¨2けられてr

く語られていた。そこで、本§では、~の»oと関わる

「居住年数」、日c的な»oに­がる地域での「ライフス

タイル」、イ%Jト的な思い出に関わる子育ての「ライフ

ステージ」といったデモグラフィック要因と、愛着のあ

る場所との関連について、2J�ート調査の結果をもと

に定Ò的な分�を行った。 
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このため、h²者の°業を、\事^業、無°、学�、

パート・2ルバイトなどの「T宅U」と会�員、>務員、

自営業などの「非T宅U」とに分×し、地域での「ライ

フスタイル」を示す指標とした(4)。また、末子の子どもに

ついてのh²を、「なし」、「小学�以下」、「中学�以上」

の３つに分×し、子育ての「ライフステージ」を示す指

標とした。 
����07���+1��-'/�

本節では特徴的な空間の`性である�ープJUと施¼

Uのい�れの場所に�り愛着があるかの志向性と、デモ

グラフィック要因との関連について分�した。このため、

h²者がどちらの`性の場所にzして、�り愛着がある

かを示す指標として、次式に�り「愛着志向性」を定義

した。 
愛着志向性 
= (�ープJUh²数／�ープJUÍq肢数) ―（施¼

Uh²数／施¼UÍq肢数） 
この数値は 1 から-1 の値をとり、1 にÈいほど>Rや

道Ã・¶Ãなどの�ープJUの場所にzして�り愛着が

あることを示し、-1 にÈいほど地区!Jターや学校など

の施¼Uの場所にzして�り愛着があることを示す。さ

らに 0 にÈいほど２つのタイプの場所に同じ�うに愛着

があることを示す。なお、本指標の特性から愛着のある

場所のh²数が 0 のh²者は分�から除外している。 
この愛着志向性が、居住年数・ライフスタイル・ライ

フステージの３つのデモグラフィック要因とどの�うに

関連しているかを、t 検定または一元Î置分z分�とr

Ñ�較に�り検討した。 
 この結果、十日市場と霧が丘では、居住年数に�り愛

着志向性の平均値に統º的な有意差がみられた(表 8)。r
Ñ�較の結果から、両地区とも、「20 年以上」の群が、

「5 年未満」の群�り愛着志向性の平均値が有意に高く、

居住年数の長い人の方が、短い人�りも�ープJUの場

所に愛着があることが示された。 
表� WKI� �ZE^e�bp_Ra���� 

 

  次に、ライフスタイルとの関係では、若葉台において

「T宅U」か「非T宅U」かに�って愛着志向性の平均

値に統º的な有意差がみられた(表 9)。「T宅U」の群が

「非T宅U」の群�り愛着志向性の平均値が高く、この

地区では「T宅U」のライフスタイルの人の方が�ープ

JUの場所にzして、�り愛着のあることが示された。 
表� WKI� �<+7/0+>�bp_Ra���� 

 
 さらに、い�れの地区においても、子育てのライフス

テージに�り愛着志向性の平均値に統º的な有意差が見

られた（表 10）。い�れの地区でも、「なし」の群の愛着

志向性の平均値が有意に高く、子どものいない人で、�

ープJUの場所に�り愛着がある。このうち、十日市場

や若葉台では、「なし」の群�り「小学�以下」の群で、

愛着志向性の平均値が有意に6く、これら２つの地区で

は、小学�以下の子どもをもつライフステージにある人

では、�ープJUだけでなく、施¼Uの場所にも愛着の

ある人がrいと考えられる。一方、霧が丘では「なし」

の群�り「中学�以上」の群で、愛着志向性の平均値が

有意に6い。つまり、中学�以上の子どもをもつライフ

ステージにある人で、�ープJUだけでなく、施¼Uの

場所にも愛着のある人がrいことが示された。 
表 �� WKI� �<+7/2B.�bp_Ra���� 

 
以上の通り、十日市場や霧が丘では居住年数が長い人

で、若葉台では居住年数に関係なく、T宅Uのライフス

タイルで�ープJUの場所にzする愛着が�り高いこと

が�認された。開発Fの��の9Xなど若葉台地区にお

ける«¿かな空間的特徴が、T宅Uのライフスタイルの

住民にとって、�ープJUの場所に�り愛着をもつ一因

になっていると考えられる。 
また、十日市場や若葉台では小学�以下の子どもの子

育てにあるライフステージで、�ープJUだけでなく、

施¼Uにzする愛着も高い=向がみられた。地区!Jタ

ーなどが¦地するこれらの地区では、小学�以下の子ど

もをもつ住民には、·子でのÊびやイ%Jトの場ともな

る施¼での思い出がÑなり、�ープJUだけでなく、施

¼Uの場所への愛着も高くなったと考えられる。一方、

小中一貫校である霧が丘学Rのほか高校や大学などの施

¼が¦地する霧が丘では、学校での思い出などから、中

平均 #$ 平均 #$ 平均 #$ 平均 #$ %
十日市場 *+*, *+-, *+-* *+-. *+*. *+-/ *+-- *+-/ 0+*1 22

霧4丘 *+-/ *+-- *+-1 *+-0 *+6* *+-7 *+60 *+-7 0+81 22

若葉台 *+6* *+-0 *+-. *+-0 *+6- *+6* *+6- *+-/ *+7-
22<=*+*->?2<=*+*0 @多重比較E十日市場F霧4丘GH0年未満L6*年以上

-*O6*年 6*年以上0年未満 0O-*年
居住年数

平均 #$ 平均 #$ %値
十日市場 +,+- +,./ +,+- +,.0 1+,.0
霧3丘 +,56 +,./ +,5. +,.7 .,76
若葉台 +,55 +,.7 +,.; +,./ 5,-0 <<

<<=>+,+.?@<=>+,+0

ABCDEBF
在宅型 非在宅型

平均 #$ 平均 #$ 平均 #$ %
十日市場 *+,* *+,- *+*. *+,/ *+*0 *+,. 1+*2 3

霧5丘 *+78 *+,- *+7* *+,0 *+,- *+,- -+17 33

若葉台 *+77 *+,- *+,1 *+,- *+77 *+,0 -+7. 33

33<=*+*,>?3<=*+*8
@多重比較E十日市場EFGH小学生以下 霧5丘EFGH中学生以上

若葉台EFG>中学生以上H小学生以下

子育RSTUVWXYZ
FG 小学生以下 中学生以上
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学�以上の子どもをもつライフステージにある住民で、

施¼Uにzする愛着も高くなったと考えられる。 
�����07���+1�>23
�@= 

既報では、愛着のある場所を複数Íqしていることが

地域への定住意向と関連があることを明らかにした。そ

こで、本節では愛着のある場所のÍq数と、デモグラフ

ィック要因との関連をχ2 検定による)¦性の検定を行

い、その後、有意な関連については#差分�に�り調{

%み#差の有意性（有意�' �:）を統º的に�定した。 

)¦性の検定の結果、居住年数については、霧が丘お

�び若葉台でい�れも有意な関連がみられ、地域でのラ

イフスタイルについては、十日市場と若葉台で有意な関

連がみられた。さらに、子育てのライフステージについ

ては、霧が丘において有意な関連がみられた�表11�。 

表 �� WKI� �3;-<7*1,要T��de���� 

 

 これらの有意な関連のうち、居住年数についての#差

分�からは、霧が丘と若葉台の両地区とも居住年数が「�

年未満」の群で愛着のある場所のÍq数が「��無h²�」

が有意にrく、「�年�1�年未満」の群で「>�所」が有

意にrい。一方で、「�� 年以上」の群では「��無h²�」

が有意に_ない関連がみられた。さらに、霧が丘では「1�

年以上���年未満」の群で「����所」のh²数が有意

にrく、若葉台では「��年以上」の群で「	�所以上」

のh²数が有意にrい関連がみられた�Q �、Q 1��。 

この�うに、霧が丘と若葉台では居住年数が短い人で

は愛着のある場所が_ないのにzし、居住年数が長い人

では愛着のある場所がrい=向にある。これらの地区で

は、長く住むことで、それだけ地区のことを�く知り、

地区での思い出も�えて、愛着のある場所がrくなって

いると考えられる。 

 

U� ZE^eI�bp��%Yc���de���C� 

 

U �� ZE^eI�bp��%Yc���de�wxO� 

 次に、地域でのライフスタイルについての#差分�か

らは、十日市場では「T宅U」の群で「無h²」が有意

に_なく �Q 11�、若葉台では「T宅U」の群で「Þ�

所以上」のh²が有意にrく関連がみられた�Q 1��。 

 この�うに、若葉台では「T宅U」のライフスタイル

の人は、「非T宅U」の人に��、愛着のある場所がrい

=向があり、地域で過�す時間が長いライフスタイルが、

愛着のある場所をrく有することにつながっていると考

えられる。若葉台は、«¿かな�ープJス�ースをはじ

め、テ�ス�ートやグラ�Jドといった�ープJUのス

&ー�施¼を有しており、これら空間的特徴がT宅Uの

ライフスタイルと結びつき、愛着のある場所を�やす一

因になっているのではないだ�うか。 

 

U �� �������I�bp��%Yc���de�Lf]Y� 

 

U �� �������I�bp��%Yc���de�wxO� 

 さらに、子育てのライフステージについての#差分�

からは、霧が丘では、「小学�以下」の子どもがいる群

で「>�所」のh²が有意に_なく、「Þ�所以上」の

h²が有意にrい。一方で、「なし」の群で「>�所」

のh²が有意にrく、「Þ�所以上」のh²が有意に_

ない関連がみられた�Q 13�。 

これ�り、霧が丘では小学�以下の子どもを持つ人

が、地域と関わる時間や"会を通じて、愛着のある場所

! ! !

居住年数 &'()* '(+, ,'(&,
--
'(+* )'('.

--
'(+&

/0122304 5(6&
-
'(+7 .(++ '(+& +&('5

-
'(+&

/01289: +,(+. '(+, &+('+
--
'(+6 7()+ '('7

--;<'('+=-;<'('. !>?/@94A!

十日市場 霧G丘 若葉台
L& L& L&
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##++""$$

##++""((

$$))""''

%%,, ##%%,, $$%%,, &&%%,, ))%%,, !!%%,, ''%%,, ((%%,, ++%%,, **%%,, ##%%%%,,

全体

--..// &&!!))00

!!年未満

--..// &&!!00

５～##%%年未満

--..// &&&&00

##%%～$$%%年未満

--..// ((!!00

$$%%年以上

--..// $$####00
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全体

--..// ++((&&00

!!年未満

--..// !!##00
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--..// !!))00
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%%,, ##%%,, $$%%,, &&%%,, ))%%,, !!%%,, ''%%,, ((%%,, ++%%,, **%%,, ##%%%%,,

全体

--..// &&((++）

在宅型

--..// $$%%++00

非在宅型

--..// ##((%%00

無回答 １ヶ所のみ $$11 &&ヶ所 ))11 !!ヶ所 ''ヶ所以上

!!""++
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全体
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--..// !!++((00

非在宅型

--..// $$++##00

無回答 １ヶ所のみ $$11 &&ヶ所 ))11 !!ヶ所 ''ヶ所以上
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１．はじめに 
１－１.� 研究の目的と位置づけおよび目的 
本研究は地域の歴史的環境資源を活かしたまちづくり

に関する研究である。歴史的環境資源を活かす場合、例

えば、過去に地域が栄えていたある一時期に特化するな

ど、過去と現在という 2 時点での関係でのまちづくりが

多くみられる。しかし、地域は、栄えていた時期から衰

退したとしても、シームレスに現在まで繋がっている。

これを、繁栄―衰退―現代という地域の歴史の流れと捉

えると、繁栄は繁栄した時期及びそれまでに形成された

地域の原型、衰退は地域の課題が顕になった時期、現代

は地域の課題を解決していく時期、と大きく考えること

もできる。ここで筆者らは、この課題を解決する現代に

おけるまちづくりでは、地域の「原型」注��とその空間構

造をその形成過程から読み取り、それを踏まえた上で地

域の課題を解決しつつ、現代までシームレスな歴史のつ

ながり、その歴史の継承と現代における創造というアプ

ローチが重要であるとの視点から研究を進めている。 

 

上記より、本研究では兵庫県神戸市兵庫区の兵庫津(ひ
ょうごのつ)注 ��エリアが、まちづくりに対して以下のよ

うな実態、特徴を持つことから研究対象として選定した。 
(1)大輪田泊と呼ばれた古代よりの歴史をもち、港町及び

戦国末期の城下町（図 2 左）を基盤に、北前船寄港地と

して栄えた近世における地域の原型を持つこと 1) 。 
(2)明治以降の近代化による開発、つまり、兵庫運河開削、

鉄道・幹線道路の開発、工場地帯の形成と、戦災による

近世の歴史的環境資源の消失があったこと 2) 。 
(3)地域の衰退に伴う、工場跡地、兵庫運河、点在する歴

史的環境資源の活用・整備が都市計画、まちづくりの課

題となっていること 3) 。 
(4)近年兵庫県による兵庫津ミュージアムの構想が進め

られ、昨年 2021 年 11 月の初代県庁館（復元施設）の開

館、今年度のはじまり館の開館（今秋予定）により、歴

史的環境資源を活かしたまちづくりの機運が地元、行政

（兵庫県、神戸市）共に高まっていること。 
このような特徴を持つ地域であるが、近世の歴史的環 
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が�えていると考えられる。霧が丘には、２つのd£R

のほか、子どものÊび場であるログ$�スなどの特徴的

な空間があり、これらが小学�以下の子どもを持つ人で

愛着の場所がrくなる要因と考えられる。    
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以上、思い出などで多く語られた昔の記憶と関わる「居
住年数」、⽇常的な記憶に繋がる地域での「ライフスタ
イル」、イベント的な思い出に関わる⼦育ての「ライフ
ステージ」といったデモグラフィック要因と、愛着のあ
る場所との分析を⾏った結果、居住年数が 20 年以上の
⼈では、オープン型の場所により愛着があることや（⼗
⽇市場，霧が丘）、愛着のある場所の数が多くなること
（若葉台）などが明らかになった。 

このほか、緑豊かなオープンスペースとグラウンドな
どオープン型のスポーツ施設を有する若葉台では、在宅
型のライフスタイルにある⼈は、オープン型の場所によ
り愛着を有し、かつ、愛着のある場所の数も多いことが
わかった。さらに、幼稚園から⼤学までの教育機関が多
く、また、公園や特徴的な街路を有する霧が丘では、⼩
学⽣以下の⼦どもをもつ⼈で愛着の場所の数が多く、中
学⽣以上の⼦どもをもつ⼈では、オープン型と施設型の
場所の両⽅に愛着を持つ⼈が多いといった傾向がみられ
た。このように、各地区の空間的特徴が愛着のある場所
の数や志向性に影響していることが明らかになった。 
 
F．�
め  
 本稿では、横浜市の郊外住宅地において実施した「地
域への愛着を育む取組」に対して、検証を⾏いその成果
を把握した。そこでは、地域への愛着を育むという取組
の⽬的および内容にzして一定のÅUが得られた。ま

た、これら取組が、地域にzして新たな発見を�すとと

もに、定住意向の醸成につながるとされるなど、その成

果がみられた。⼀⽅で、取組成果の発信が課題とされ、
また、取組の継続性を4まえた今後の展開について意見

が示された。 

また、地域住⺠の愛着が育まれる場所に着⽬し、実践
的取組によって得られた情報より、その特徴を明らかに

した。そこでは、開発当初に整備された公園や歩⾏者専
⽤道路、駅前のプロムナードなどのオープンスペースが
多く挙げられた。このことは、開発時の住宅地計画に対
する評価と捉えることができる。 

このほか、季節の移り変わりを感じる並⽊や富⼠⼭へ
のビューポイントを有する道路・街路なども多く選ばれ
ており、これらは散歩や通勤・通学など⽇常的に利⽤す
る移動経路として位置づけられる。加えて、駅や地区セ
ンターといった、⾝近な施設も多く挙げられるなど、⽇
常の⽣活において利⽤する場所が、愛着や思い出が重な
る場所になっているといえるだろう。 

さらに、デモグラフィック要因と愛着のある場所との
分析より、地区の空間的特徴が、愛着のある場所の数の
違いや志向性に影響していることが明らかとなった。 
 以上�り、今後の持続可能な郊外住宅地づくりにおい

ては、地域資源の発掘・発信の取組を通じて、その地域

のU値や魅力を可0化し、地域内で共有する中で新たな

気づきを得ることがÑ要であるとともに、個人の愛着や

思い出が育まれる�ープJス�ースにzして、関わりし

�をもった¡用や6用を2みていくことが$められると

いえる。またそこでは、地域住民のライフスタイルやラ

イフステージ、居住年数といった`性を7みた2プロー

"を有することで、�りrくの住民が地域にzする愛着

を深めることができ、�いては定住意向の醸成につなが

ると考えられる。 
 
���� 

(1) 横浜市と神奈川大学は 2017 年 2 月に協定を締結している。そこで

は、1.地域への愛着を育む取組に関する事項、2.交流・活動・居場

所づくりに関する事項、3.地域の魅力の発信に関する事項について

連携することとなっている。なお、筆者らは協定締結前の 2016 年

より横浜市(建築局住宅再生課)と協働して活動している。 
(2) 当該報告は、持続可能な郊外住宅地の実現に向けて実施した取組内

容を報告するとともに、得られた傾向より地域への愛着を育む取組

みの可能性について検討したものである。参考文献 上野正也，山家

京子，松本安生：横浜市郊外住宅地における地域資源の発掘と発信

に関する実践的取組，日本建築学会住宅系研究報告会論文集，第 16

号，pp.171-176，2021.12 
(3) たからものマップは、下記構成のワークショップ(以下、WS)を通

じて制作した。WS で得られた地域資源はその場所を挙げた人数に

関わらず等価に扱い、建築学科の学生視点で編集した上で、2 回目

WS で精査し、さらに自治会等の確認を経て完成した。【十日市場

WS】参加者:1 回目 27 名,2 回目 21 名,3 回目 18 名／属性:地域住民,
郷土史家,地域ケアプラザ職員,子育て支援拠点職員,市職員,学生【霧

が丘 WS】参加者:1 回目 34 名,2 回目 22 名／属性:地域住民,地域ケ

アプラザ職員,市職員,学生【若葉台 WS】参加者:1 回目 25 名,2 回目

26 名／属性:地域住民,まちづくりセンター・県公社職員,市職員,学生 
(4) 当該取組は 2017 年～2019 年に行ったため、職業にて分類したが、

在宅勤務などが普及した現在は、地域でのライフスタイルを示す指

標について改めて検討が必要であり今後の研究課題の一つである。 
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